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１．概要（Summary） 

 金属ナノ構造近傍に生じる表面プラズモンの特性は、

金属の種類や形状に大きく依存する[1]。本課題では、

様々な金属ナノ構造の作製と光学特性の評価を行い、優

れた特性を示す金属ナノ構造の開発を目指す。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

超高精細電子ビームリソグラフィー装置 ELS-100T 

【実験方法】 

 上記の装置を用いてレジスト上にナノサイズの三角形や

ロッド形状を描写する。その後、金や銀、アルミニウムなど

の金属を蒸着し、リフトオフを行い、金属三角形構造を作

製した。光学特性評価では、三角形構造のスリットに光を

入射し、表面プラズモンの三角形先端での特性を評価し

た。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Figure 1は、上記装置を用いて作製したアルミニウムの

三角形状マイクロ構造である。プラズモンカップラとして、

スリット構造を有する。その他にも、銀や金を用いて同様

の構造を作製した。それぞれの構造で、スリットに白色光

を照射することによって、先端で広帯域な白色ナノ光源が

生成できることを確認した（Figure 2）。加えて、ナノ光源

の散乱スペクトルを取得することによって、金属の種類に

応じてユニークな広帯域性を示すことも確認した。 
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Figure 1. Scanning electron microscope image of a 

fabricated aluminum triangular structure. 

 

Figure 2. Optical image of fabricated aluminum 

triangular structures with white light illumination 

to slit structures. Materials are aluminum, silver 

and gold from left to right. Scale bar: 2 µm. 
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